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研究成果の概要（和文）：初年度初年度は,研究機関およびその助成金を活用しての直接的または間接的に科学普及活
動に従事する人材の意識調査、就業形態、また実施される企画の有償かの可能性について聞き取り調査を行い、キャリ
アパスとして必要な視点が、報酬体系の確立と評価手法についてであることが明らかとなった。次年度は、研究管理の
観点で関連業務者の報酬体系の実態に焦点を当てるとともに、報酬体系の根底にある概念についても意見抽出を行った
。また、海外の事例を含めた検討会を国際会議の場で行った。

研究成果の概要（英文）：In the first year, we show the importance of the remuneration system on the establ
ishment for carrier path of science communicator directly and indirectly employed by the research found ar
ound  academic institute including university through interviews for the employment type, the consciousnes
s and so on.
In the second year, as well as focus on the actual situation of the compensation structure of the relevant
 business person in terms of research management, opinions were also extracted information about the conce
pts underlying the compensation structure.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

大学の社会貢献事業としての科学知識普及

事業を実践する上で、下記のような主に２

つの課題があった。 

ひとつ目に、「大学の社会貢献への圧力増加

による所属者本務への支障」がある。出前

授業・市民向け講演会など科学知識普及イ

ベントは、意欲と志ある教員の協力により

成立してきた。近年、国策として科学理解

増進活動が推奨され、出前事業などの大学

教員への依頼が増加している。さらに、高

校理数科での研究指導義務化や SSH 採択校

での研究指導の常態化により大学教員への

依頼が大幅に増加する見込みである。さら

に、教え方がうまいと評判になった教員や

研究成果で話題となった特定の教員に依頼

が集中する傾向もある。その結果、大学教

員の本務である研究・教育活動に支障が出

ているとの声が上がっている。大学などの

非営利法人では、受益者負担を原則としな

い。依頼者が助成金などを得て旅費のみで

招聘するという運営がなされており、遠方

からの依頼も増え、実施者の負担は大きく

なっている。東北大学では、ひとつの解決

策として、大学院生による出前授業の試み

が行われているが、旅費のみの手当てとす

る現状では、大学院生による実施に必要な

事前研修・継続研修の充実のために必要な

専任コーディネータの人件費は支出困難と

なっている。 

ふたつ目に、「専業科学コミュニケータのワ

ーキングプア化」がある。上記のような国

策としての推奨を背景とするのなか、専業

の科学コミュニケータ（科学普及活動実務

者）は科学者のキャリアオプションとして

提示され、志ある若手研究者の一部が身を

投じはじめたが、兼業者と同じ対価が設定

されているため、自立的活動が継続不可能

となっている。大学教員を含む兼業科学コ

ミュニケータの場合、本務・家族収入・年

金など他の収入源があり、科学知識普及活

動の対価は期待していない。 

 

２．研究の目的 

大学から社会に発信する科学情報のあり方

とその効果について、社会からのニーズと、

国策としての状況と、専業科学コミュニケ

ータの適正数の観点から、大学の社会貢献

活動の有料化の可能性と有効性について検

証することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

科学教育政策による経年変化を明らかにし

た上で、一般講演、出前授業、科学イベン

トなど、大学へ期待される科学広報関連の

社会貢献事業の要望の質と量の実態調査を、

東北大学理学研究科アウトリーチ支援室で

の事例を中心に行うこととした。また、教

員の負担感について、主な要因をインタビ

ュー形式で調査。また、科学コミュニケー

タへの雇用経費の現状と潜在的雇用費の見

積もりから、専業科学コミュニケータの適

正数を算出するための要因を明らかにする

こととした。 

 

４．研究成果 

平成 24 年度は、科学普及活動にこれからか

かわることに関心のある人材の現在の意識、

現在科学普及活動にかかわる人材の就業形

態の実態、またそれらの人材からの企画の

有料化の可能性についての意見収集を実施

した。 

5 月の幕張メッセで行なわれた地球惑星科

学連合大会において、科学普及活動関係者

（とくに、科学教育、防災教育、自然保護、

地域産業活性化など様々な視点を持つ各地

域のジオパークの運営に携わる人材）と、

科学普及活動に興味関心のある学生のキャ

リアパスについての意識について、情報収

集を行なった。7 月に大学および社会教育



施設の科学広報に関わるメンバーにより、

キャリアパスとして選択するまでの経緯や

動機のインタビューと、これからの人材育

成に関する意見交換を行ない、「企画の有料

化」についての意見収集を行なった。10 月

には長野県で行なわれた火山学会（地球惑

星科学分野）のアウトリーチ企画におもむ

き、企画運営補助を志願した学生に、その

動機や、これまでの活動経験、今後の企画

への関わり方に関する希望について意見収

集を行なった。11 月は科学技術社会論学会

において、「サイエンスカフェ」をテーマと

したセッションを運営し、双方向性企画の

ニーズ、企画の有料化の可能性、について

情報収集や意見交換を行なった。12 月は

「法・災害・プライバシー」をテーマに公

開企画を実施。また惑星科学分野の関連の

取組に関するセミナーに参加し、情報交換

を行なった。2 月は本助成事業の中間報告

と意見交換として、講師として 3名を招集

し、公開企画として、「サイエンスコミュニ

ケーション活動の事業化に関する検討会」

を開催し、新たな視点での知見を得るとと

もに、各種聞き取り調査などから得られた

情報を検討する機会を得た。 

平成 25 年度は、5月は地球惑星科学連合大

会において、ジオパーク運営の聞き取り、

被災地地域振興の視点での活動についての

意見交換を行なった。また、地球科学一般

における研究管理の観点で関連業務者の報

酬体系の実態についても示した。6 月には

形の科学シンポジウムへ参加し、糸魚川、

佐渡、黒部・立山のジオパークでの取り組

み、とくに、シガイドの養成と報酬体系に

ついて聞き取りを行なった。無償の場合も

あるが、宿泊施設等観光業従事者の副業と

して実施、専業とする場合は旧来のガイド

実績者や安全確保のための資格取得者への

有償化の実態があり、聞き取りより客観的

評価が重要と考えた。学術界では兼業での

報酬体系が残るが、観光を基盤としたコミ

ュニティにおいては、実践者の意識とスキ

ルにもとづいた、柔軟な報酬体系の概念が

あることが明らかになったが、その報酬の

全体枠をいかにあげていくかが課題とされ

ていた。7 月には評価の参考事例として、

学術会議公開シンポジウム「学士課程教育

における地球惑星科学分野の参照基準」の

聴講を行なった。8 月には科学教育をエン

ターテーメントとして有償提供している事

例についての調査を行った。参加者の「楽

しさ」や「満足度」に加えて、主催者が客

観的に評価できる「教育効果」が問われる

実態やそれが次の報酬体系につながってい

ることがインタビューより明らかとなった。

10 月には Society for Social Studies of 

Science (4S) meeting 2013 において"083. 

Creating Dialogues in Science 

Communication: Methodology and 

Practices"セッションを主催した。セッシ

ョンにおいて、国際比較を行なうとともに、

科学イベントにおける対話型企画自体は無

料であるが、実施者の取得する情報に価値

にある事例について検討する、情報収集型

の企画にについて実施例を報告し、同様の

企画事例についての意見収集もあわせて行

なった。11 月には科学技術社会論学会にお

いて「異分野交流，科学技術コミュニケー

ション実践時の言語・概念のズレ」セッシ

ョンを主催し、それまでの聞き取りに基づ

き、報酬体系の根底にある概念についても

意見交換を行い、論理性を土台とする、共

通基盤の形成が有効であるとの結論に至っ

た。 
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